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海獣忌避技術に関する実験的検討

Experimental study on technologies of evasion

 of marine animals
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要 旨

近年、北海道の水産業では、アザラシやトド等の海獣による漁業被害が年々増加傾向にある。特に、ゼ
ニガタアザラシは、環境省レッドリストで準絶滅危惧に選定されていることや、観光資源としての効果も
あることから、水産業界では海獣類との共存を図りつつ漁獲量を確保できる産業技術を必要としている。

本研究では、ゴマフアザラシとゼニガタアザラシに対して超音波技術の忌避効果検証について実験的に
検討した結果、単一周波数の超音波でも影響を与えることを確認した。
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 1. はじめに
アザラシやトドによる漁業被害は古くから発生

しているが、ゼニガタアザラシ保全に関する活動
も1968年より始められており、海獣との共生を
図った忌避技術の歴史も半世紀近いと考えられ
る。この間、海獣によって漁獲対象魚の秋サケが
食害を受ける等、直接被害の大きい定置網漁業界
では、網の強化だけではなく、鉄格子の設置、敷
設時期の調整、海外製音響装置の導入、かかし
等、様々な取り組みを行ってきたが、効果的な技
術の確立までに至っていない。また、この間、電
子技術も発展し、容易に実験系を構築できるよう
になってきた。

そこで、本研究ではアザラシを事例にした海獣
忌避技術について実験的に検討した。

2. 海獣漁業被害とゼニガタアザラシ
第7期第1回北海道水産業・漁村振興審議会の参

考資料を元に作成した、海獣類による北海道の漁
業被害額の状況を図1に示す。北海道では、漁業
被害の総額が増加傾向に推移しており、トド、ア
ザラシ、オットセイにより甚大な漁業被害を受け
ている。

水産業界では、古くから海獣の駆除や忌避方法
の検討や適用、ならびに漁具の改良など様々な対
策を講じ、努力しているのだが、漁業被害額を減
少傾向に転じるまでには至っていない。

農林水産省の平成27年漁業・養殖業生産統計（概
数値）によると、サケ類の漁獲量（海面漁業）に
おいて、北海道は全国の86.3％を占めていること
から、わが国にとって北海道でのサケ漁は非常に
重要な産業といえる。北海道のサケ漁は定置網漁












